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水道水質検査の標準液の選択
̶ 計量トレーサビリティについて ̶



⽔質基準に関する省令の規定に基づき環境⼤⾂が定める⽅法
（告 ⽰ 法）



⽔質基準に関する省令の規定に基づき環境⼤⾂が定める⽅法
平成15年 厚⽣労働省告⽰第261号
最終改正 令和6年 厚⽣労働省告⽰171号

⼀ 総則的事項
2 ⽔質検査における試薬は。。。

（1）試薬における標準原液、標準液⼜は混合標準液は、計量法 第136条若しくは第144条の規定に基づく証明
書⼜はこれらに相当する証明書(値付け証明書)が添付され、かつ、各号の別表に定める標準原液と同濃度
のもの⼜は同表に定める標準液若しくは混合標準液と同濃度のもの(同濃度標準液)を⽤いることができる。

（2）試薬における標準液⼜は混合標準液は、(1)に定めるもののほか、各号の別表に定める標準液⼜は混合標
準液と同濃度に調製することができるもの(値付け証明書が添付され、かつ、同表に定める標準原液の濃
度を超えない：調製可能標準液）を⽤いて調製することができる。

計量法 第136条 とは？
国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所、⼜は経済産業⼤⾂が指定した指定校正機関は、
特定標準物質（国家計量標準、⼀次標準）を⽤いて標準物質の値付けを⾏ったときは、
経済産業省令で定める標章を付した証明書を交付するものとする。

計量法 第144条 とは？
登録事業者は、特定標準物質を⽤いて標準物質の値付けを⾏った時は、経済産業省
令で定める標章を付した証明書を交付することができる。
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計量法トレーサビリティ制度
JCSS (Japan Calibration Service System ）

1）計量標準供給制度
l 産業総合研究所

計量標準総合センター(NMIJ)
l 化学物質評価研究機構(CERI) ⇨ 指定校正機関

CIPM MRA(国際度量衡委員会相互承認取決め)
各国計量標準の同等性を確認

2）校正事業者登録制度
計量法＋ISO/IEC 17025

⇨製品評価技術基盤機構
認定センター(IAJapan)

国家計量標準
(特定標準物質)

特定⼆次標準物質

実⽤標準物質

CIPM MRA
国際相互承認取決め

JCSS校正証明書

登録校正事業者

NMIJ, CERI

jcss 証明書

ILAC 署名認定機関



⽔質基準に関する省令の規定に基づき環境⼤⾂が定める⽅法
平成15年 厚⽣労働省告⽰第261号

最終改正 令和6年 厚⽣労働省告⽰171号
⼀ 総則的事項
2 ⽔質検査における試薬は。。。

（1）試薬における標準原液、標準液⼜は混合標準液は、計量法 第136条若しくは第144条の規定に基づく証
明書⼜はこれらに相当する証明書(値付け証明書)が添付され、かつ、各号の別表に定める標準
原液と同濃度のもの⼜は同表に定める標準液若しくは混合標準液と同濃度のもの(同濃度標準
液)を⽤いることができる。

（2）試薬における標準液⼜は混合標準液は、(1)に定めるもののほか、各号の別表に定める標準液⼜は混
合標準液と同濃度に調製することができるもの(値付け証明書が添付され、かつ、同表に定め
る標準原液の濃度を超えない：調製可能標準液）を⽤いて調製することができる。

⽔質基準に関する省令の規定に基づき環境⼤⾂が定める⽅法等の⼀部改正等における
留意事項について

⽣⾷⽔発0330第1号 平成28年3⽉30⽇
第１ ⽔質基準に関する省令の規定・・・・

・・・中略・・・
なお、改正後の検査⽅法告⽰第１号２（1）にあたる「これらに相当する証明書」は、ILAC/MRA

⼜はAPLAC(現在はAPAC)/MRAに署名している認定機関が認定している標準物質⽣産者が発⾏
する、計量法に基づく証明書と同等と認められる証明書のことを指す。



ISO/IEC 17025 : 2017
General requirements for the competence of testing and calibration laboratories

JIS Q 17025 : 2018
試験所及び校正機関の能⼒に関する⼀般要求事項

6.5  計量トレーサビリティ
6.5.2  ラボラトリは、次のいずれかを通じて、測定結果が国際単位系 (SI) にトレーサブルであるこ
とを確実にしなければならない。
a) ・・・・
b) 能⼒のある⽣産者から提供された、表明されたSIへの計量トレーサビリティを伴った認証標準

物質の認証値
注記２ JIS Q 17034の要求事項を満たす標準物質⽣産者は、能⼒があるとみなされる。

附属書A（参考） 計量トレーサビリティ
A.3   計量トレーサビリティの実証
A.3.1   ・・・ この規格に適合するラボラトリの校正結果は、計量トレーサビリティを提供する。
JIS Q 17034に適合する標準物質⽣産者からの認証標準物質の認証値は、計量トレーサビリティを
提供する。



ISO 17034: 2016
General requirements for the competence of reference material products
JIS Q 17034: 2018
標準物質⽣産者の能⼒に関する⼀般要求事項

標準物質⽣産者 (reference material producer : RMP)
⽣産する標準物質のプロジェクトの計画及びマネジメント、特性値及び付随する不確かさの付与及び
決定、特性値の承認、標準物質認証書⼜はその他の記載事項の発⾏に全責任を持つ機関（組織若しく
は会社、⼜は公共若しくは⺠間）。

認証標準物質 (certified  reference material : CRM)
⼀つ以上の規定特性について、計量学的に妥当な⼿順によって値付けされ、規定特性の値及びそれに
付随する不確かさ、並びに計量計測トレーサビリティを記載した認証書が付いている標準物質。

標準物質 (reference material : RM)
⼀つ以上の規定特性について、⼗分均質かつ安定であり、測定プロセスでの使⽤⽬的に適するよう作
成された物質。

認証値 (certified value)
認証書で特定されている、不確かさの記述及び計量トレーサビリティの記述を伴っている標準物
質の特性に付与された値。



水質管理目標設定項目・要検討項目、その他



ILAC-MRA (International Laboratory Accreditation Cooperation- Mutual Recognition Arrangement)
国際試験所認定協⼒機構 相互承認取決め

認定機関が相互の認定の同等性を認め合う相互承認取決め。MRAに署名するためには、海外の認定機関による相互評価を
受け、同等性が実証される必要がある。
⽇本からは、IAJapan、JAB(⽇本適合性認定協会)、VLAC(電磁環境試験所認定センター) が署名。



例





出典：Eurachem/CITAC QAC:2016
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⼊⼿可能ならば
認証値付き

計量トレーサビリティ



1971年に物質量の単位モル(mol)を追加

2019年にプランク定数に改定



SI (国際単位系) の7つの定義定数と基本単位

https://unit.aist.go.jp/nmij/library/si-units/

1992年5⽉20⽇ 新計量法公布
1993年11⽉1⽇ 施⾏⇨ JCSS創設


